
 
 

 

彦

根

城

で

は

満

開

の

桜

を

満

喫
で
き
た
。

城

郭

ば

か

り
で
な
く
、

庭
園
、
お
濠

も

素

晴

ら

し
く
、
見
る

と

こ

ろ

が

多
く
、
ま
だ

見

足

り

な

く
て
、
も
う

一

度

行

き

た

い

宿

題

が
で
き
た
。 

 

関

ケ

原

の

道

筋

入

り
口
で
、
宿

場

町

醒

ヶ

井
（
サ
メ
ガ

イ
）
宿
に
寄

っ
た
。
上
流

で

湧

き

出

る
泉
、
バ
イ

カ

モ

が

群

生
、
小
魚
ハ

リ

ヨ

が

棲

む
。
そ
の
自

然

を

守

る

住

民

達

の

努

力

等

を

見
学
。
長
良

川

の

温

泉

郷
で
一
泊
。 

 

い

よ

い

よ

三

日

目

の

最

終

日

は
、
根
尾
谷

ま

で

じ

っ
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平
成
２５
年
度
さ
く
ら
研
修
旅
行 

 

旅
行
記 

平
野
正 

 
さ
く
ら
前
線
が
１０
日
以
上
も
早
く

走
り
去
っ
た
４
月
１１
日
早
朝
、
１４
名

は
新
下
関
駅
に
集
合
し
た
。
琵
琶
湖
・

長
良
川
周
辺
の
名
城
・
寺
社
を
巡
り
な

が
ら
桜
鑑

賞
の
３
日

間
の
旅
に

出
た
。
最

初
に
訪
れ

た
の
は
石

山
寺
。
ソ

メ
イ
ヨ
シ

ノ
は
花
吹

雪
だ
っ
た

が
、
カ
エ

デ
や
ミ
ツ

バ

ツ

ツ

ジ
、
そ
し

て
見
事
な

石
の
山
。

紫
式
部
も

眺
め
た
で

あ
ろ
う
景

色

の

中

で
、
千
年

の
昔
へ
の

時
間
の
旅

を
も
楽
し

ん
だ
。
十

分
に
満
足

さ
せ
て
呉

れ
た
。 

比
叡
山
、

延
暦
寺
根

本
中
道
を

背
に
記
念

写
真
を
撮

っ
た
。
小

雪
が
ち
ら

つ
い
て
、

寒
さ
に
笑

顔
も
凍
る

思
い
の
一

枚
で
す
。 

雄
琴
温

泉
近
く
に

降
り
る
と

シ
ダ
レ
や

八
重
桜
の

群
ら
が
り

で
皆
が
声

を

上

げ

た
。
雄
琴

温
泉
で
温

ま
っ
た
と

こ
ろ
で
、

宴
会
が
始

ま
る
前
に

一
枚
。 

二
日
目

は
水
郷
め

ぐ
り
で
始

ま
っ
た
。

岸
か
ら
生

え
た
満
開

状
態
の
ソ

メ
イ
ヨ
シ

ノ
の
下
を

く
ぐ
り
抜

け
、
大
満

足
！
バ
ス

ガ
イ
ド
い

わ
く
、「
琵

琶
湖
の
風

は
と
て
も

冷
た
い
の

で
す
。」 

く
り
と
山

中
の
道
を

走
り
、
良

い
時
期
に

来
ま
し
た

と
誉
め
ら

れ
た
。
薄

墨
桜
は
散

り

際

に

“

薄

墨

色
”
に
な

る

と

の

事
、
老
木

で
、
数
え

き
れ
な
い

ほ
ど
の
支

柱
に
支
え

ら
れ
て
い

た
。
隣
に

二
代
目
が

あ
る
が
、

一
人
で
は

抱
け
な
い

幹

の

太

さ
。 今

回
の

研
修
で
、

花
の
時
期

を
長
く
楽

し
む
為
に
、
シ
ダ
レ
や
八
重
を
交

互
に
植
え
る
等
の
工
夫
が
欲
し
い

と
の
思
い
を
強
く
し
た
。
最
後
は

犬
山
城
で
す
。
彦
根
城
、
松
本
城
、

姫
路
城
と
共
に
国
宝
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
秀
吉
が
家
康
と
戦
っ

た
際
、
12
万
の
兵
を
率
い
て
入
城

し
て
い
た
そ
う
で
す
。
見
ど
こ
ろ

一
杯
の
近
江
路
の
旅
で
し
た
。 

 

俵
山
し
ゃ
く
な
げ
園 

整
備
作
業 

 

７
月
２６
日
（
金
） 

毎
年
の
恒
例
と
な

っ
た 

俵
山
し
ゃ
く
な
げ
園
の
下
草
刈
り

作
業
に
参
加
し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま

す
。
下
草
刈
り
作
業
は
、
今
年
で
4
回
目

と
の
こ
と
。（
さ
く
ら
友
の
会
と
し
て
の
参

加
は
、
３
回
目
？
）。
全
体
参
加
者
は
、
９０

名
と
の
こ
と
。（
さ
く
ら
友
の
会
か
ら
は
、

８
名
参
加
）
非
常
に
蒸
し
暑
い
天
候
の
な

か
、
広
大
な
し
ゃ
く
な
げ
園
を
３
班
（
手

鎌
部
隊
が
２
班
、 

刈
払
い
機
部
隊
が 

１

班
）
に
分
か
れ
て
草
刈
り
実
施
。 

午
前
１
０
時
過
ぎ
か
ら
、
皆
汗
で
び
し

ょ
び
し
ょ
に
な
り
な
が
ら
約
１
時
間
の

作
業
を
実
施
。
今
年
は
ハ
チ
が
多
く
、
数

名
の
方
が
刺
さ
れ
た
と
の
こ
と
（
さ
く
ら

友
の
会
は
被
害
な
し
）
。
５
月
に
花
を
見

学
す
る
時
に
も
感
じ
ま
す
が
、
下
草
刈
り

作
業
中
に
は
特
に
、
よ
く
も
こ
ん
な 

広

大
な
場
所
に
３
万
本
も
の
し
ゃ
く
な
げ

を
個
人
で
植
栽
し
た
も
の
だ
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。 

 

（
坂
井
健
二
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 


